
貸衣裳屋さんの引出収納の製作について 
今回、山梨県河口湖町の相沢建設様より河口湖町の貸衣裳屋さんの“ブライダル夢の都”様の引出収納の

製作依頼があり、現場打ち合わせをさせて頂きました。そこで、驚いたのは引き出し収納の多さです。  

一部しか撮影をしませんでしたが、こんな具合です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
写真のような長い壁面の収納が 3面程ありました。その中で七五三の衣裳を収納する引出収納を製作す

るもので現況は衣裳箱を山積みしておられました。 
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 A面 B面 

この A、B面はコーナーで直角に接しています。ここに引出収納を 2台入れ込む予定です。 

A面には 7段引出収納、B面には 10段引出収納をセットします。 
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 製作に当たっての検討事項。 

１． 引出前板を桐無垢材として、手掛けを前板に彫り込む。そこで、前板厚 t23とする。 

２． 引出内部側板 t15シナベタ芯、底板 t6シナ突板、たわみ補強材を入れる。 

３． 桐無垢前板と側板とはアリ組みで接合する。（使用頻度が多いため、強度を高める。） 

４． 箱内部は桐の突板。 

５． 外装の桐材の塗装はガラス塗料のグラノール全消しを 1回塗りとして汚れ防止を図る。 

 

 

 

 

 

 

  

 
 A面 7段引出本体セット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 B面 10段引出本体セット 
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 前板 t23と側板 t15のアリグミ。 
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七五三着物引出収納状況。 

 

 

 
 七五三長襦袢収納状況。 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 A面、B面引出セット状況。 
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A面セット状況。 

 
外装、前板塗装：ガラス塗料グラノール全消し  

 1回塗り。 

 

 
 B面セット状況。 

以上、予定通り納品できました。 B面セット状況。 

 

㈱マルダイ 家具部 Da・Monde 鈴木 
 平成 21年 7月 5日    


